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第５回 第６次豊浦町総合計画策定審議会 議事記録 

開会 

 

 

（藤原地方創生推進室長） 

本日はお忙しい中、ご出席いただきましてありがとうございます。 

ただいまより、第５回目となります、第６次豊浦町総合計画策定審議会を開会いたしま

す。 

なお、本日の会議ですが、高田委員、相川委員、高岡委員、田中委員の4名が所用のた

め欠席となっております。 

本日の配布資料を確認させていただきます。 

まず１番上から、議事次第、出席者名簿、座席表があります。 

資料１として基本構想（案）、資料２として、基本計画（案）、資料３としては答申書（案）を配

布しております。 

資料の不足等があれば、申し出願います。 

 

ないようですので、小西会長、このあとの進行をよろしくお願いいたします。 

議題（１）第６次豊浦町総

合計画（案）について 

（小西会長） 

皆様、ご苦労様です。今日で最後ということで。 

今日最後には答申します。皆様からご意見をたくさんいただきましたので、立派な

答申ができるのではないかと思います。 

では、議事次第に従い、進めてまいります。 

 

 

議論①第６次豊浦町総合計画（案）について 

 

まず、議題の 1 つ目、「第６次豊浦町総合計画（案）について」 

事務局から説明をお願いします。 

事務局説明 （清水係長） 

地方創生推進室、清水でございます。 

（欠席者が４名いるので）本日の会議の成立についてご案内させていただきます

が、条例の方で、会議の開催自体が委員の過半数の出席をもって開催できるとなって

おり、本日、会長を入れて８名ご出席いただきまして、委員は全員で１２名なので、会

議の開催は成立しております。 

議決、本日決めること自体も、出席委員の過半数で議事を決するとなっております

ので、条例上問題はございませんので、このまま会議を進めます。 

本日、ご欠席の委員を含めて、２月２日頃に事前に意見をお伺いしていたところでし

て、そちらに関しましても、特に意見をいただいてはおりませんでしたので、恐らく問題

ないという認識です。 

では、議事を進めさせていただきます。 

まず、「第６次豊浦町総合計画（案）について」ということで、資料１と資料２、基本構

想（案）と基本計画（案）、この２つ合わせて「第６次豊浦町総合計画（案）」という形で
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考えております。また、前回の会議から少々間が空いてしまいましたが、その間の動

きを説明させていただきます。 

前回、会議終了してから、１２月１日から１２月２９日までの１か月間に、パブリックコ

メントを実施させていただきまして、町内各所に計画（案）を置きまして意見を募集いた

しました。結果はホームページで公表していますが、意見は０件で、ございませんでし

たのでご報告させていただきます。 

前回の会議から３か月ほど空いておりますが、大きな社会行政の変化等も発生して

いない状況も踏まえ、今回お示ししている資料１及び２につきましては、前回のものか

ら変更しておりません。事務局で再度誤字脱字等、細かい部分の修正はしておりま

す。また、内容にかかわるものではありませんが、もともと基本構想及び基本計画の

表示方法として、平成何年という書き方としておりましたが、平成が来年の４月で変更

になる状況を踏まえまして、全て西暦での表示に切り替えさせていただきましたので、

ご報告いたします。内容は大きく変更しておりませんので、これをもちまして、「第６次

豊浦町総合計画（案）」として、豊浦町長への答申としたいと考えております。いかがで

しょうか。 

小西会長にお返しいたします。 

質疑応答 

 

（小西会長） 

では、説明が終わりましたが、前回からの変更等をこうしておりますということで、私

としましても、この内容をもって、町長への答申を行うことは妥当なものと考えておりま

すが、皆様、よろしいでしょうか。 

 （委員一同） 

異議なし。 

議題（２）答申（案）につい

て 

（小西会長） 

ありがとうございます。 

それではこの内容で答申を行いたいと思います。 

 

議論②答申(案)について 

 

では議論の２つ目、「答申（案）」について事務局から説明をお願いします。 

事務局説明 （清水係長） 

続けて私から説明をさせていただきます。 

資料３をご覧ください。大きく上の方に（案）と書いておりますが、答申の案となってお

ります。説明させていただきます。 

資料１及び２を答申するに当たり、会長の方とも相談させていただきながら、作成い

たしました。 

そして、記書きの下に意見と書いて、黒丸３つ書きまして、３点、町長への意見として

提示させていただくということで作成しております。 

まず１つ目の黒丸についてですが、将来のまちの姿の実現に向けて町民、議会、役

場が３つの基本姿勢のもと、まちづくりを進めていくということで、基本構想で総合計画
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の考え方の中心となる部分を書いておりまして、その部分については、この総合計画

全体の核となる部分かなと考えております。まず、最初の黒丸部分で、しっかりお伝え

すべきだろうと思い、記載させていただきました。 

２つ目の黒丸については、計画を進めるうえで必ず必要となることが、PDCA です。

これをしっかり行うことが大事ですから、しっかりと推進管理を行っていただくようにと、

町長に意見として書かせていただくという形にしております。 

３つ目の黒丸ですが、計画を進めるうえで、PDCA の他にしっかりと財源を確保して

いくことも重要なことだと考えております。自立的・持続的な行財政運営をしっかり行っ

ていただきたいということを、意見として記載させていただいております。 

以上、意見として記載させていただいた内容です。ここに書いている内容は、基本的

には総合計画にも同内容のことを記載させていただいております。特に重要と考える

部分ですので、ピックアップして答申の方にも記載させていただこうということで書きま

した。 

他の全国の市町村の答申、参考としたく、様々なものを見まして、とてもいっぱい書

いているものもあれば、こういったシンプルな形のものもあります。記書きのないもの

もございます。その中でも、うちの総合計画は、シンプルに作っているというコンセプト

もありますから、意見もちゃんと伝えるべきこと、特に重要なことだけに焦点を絞った形

で３つ書かせていただいた形がいいのかなと思いました。 

この形で、答申書とさせていただけたらと考えております。 

小西会長にお返しします。 

質疑応答、 （小西会長） 

私も、この内容について、皆さんと一緒に考えさせていただきました。 

うまく伝えるべきことは伝えていると思いますが、皆様いかがでしょうか。この内容を

答申としてよろしいでしょうか。 

 （委員一同） 

はい。 

議第（３）その他 

 

（小西会長） 

ありがとうございます。 

では、次に最後の議題に入ります。「その他」について事務局からお願いします。 

事務局説明 （清水係長） 

私から説明させていただきます。今後の流れについてご説明させていただきます。 

まず、事前にアナウンスさせていただきましたが、本日、このあと審議会を閉会した

後に、町長・副町長をこの場にお呼びしまして、小西会長から、町長へ答申書、文書を

手交させていただく、答申の場を設けさせていただきたいと思います。 

そして、来月、明日からですが、３月の議会が豊浦町で始まりまして、総合計画自

体が、町議会の議決を受ける案件となっておりますので、そこに議案として提案させて

いただきたいと考えております。 

そして、議会で審議を行っていただき、無事議決をいただいた段階で、総合計画は

決定という運びになります。 
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スタートは平成３０年度、４月１日からスタートという形で考えております。 

そして、今これはあくまで答申ということで２つに分かれた形で、資料１、２として出し

ておりますが、最終的に製本して本という形にして、１冊にまとめ上げます。そして、本

にした後は、皆様にも郵送で送付させていただきたいと考えておりますので、そんな流

れとなっております。 

以上、今後の流れということで「その他」を説明させていただきました。 

進行の交代 

 

（小西会長） 

ありがとうございました。 

本日の予定は終わりました。それでは進行を事務局に移したいと思いますけれど、

大変皆様については、様々なご意見、それから事務局にも様々な資料の説明をして

いただきました。わかりやすい答申ができるのではないかなと思っております。 

本当にありがとうございました。 

では事務局、お願いします。 

閉会 

 

（藤原地方創生推進室長） 

ありがとうございます。予定通り、２０分以内に終わりました。 

昨年の２月から５回にわたる審議につきまして、お忙しい中、皆様、ご協力いただき

ありがとうございます。 

また、小西会長におかれましては、会長を引き受けていただきまして、円滑に進行

していただいたこと、本当にありがとうございました。 

これをもちまして、全て終了ということで、第５回の豊浦町総合計画審議会を終了い

たします。ありがとうございました。 

答申 （藤原地方創生推進室長） 

それでは、ただ今から第６次豊浦町総合計画に関する答申を行います。 

この答申につきましては、平成２９年２月６日に豊浦町長から、豊浦町総合計画策

定審議会に対し行われました第６次豊浦町総合計画策定に関する諮問に対するもの

でございます。 

それでは早速ではございますが、小西会長から豊浦町長へ答申をお願いします。 

 （小西会長） 

皆さんからご意見たくさんいただきました。素晴らしい案となっております。 

では豊浦町長、今日は平成３０年２月２８日であります。豊浦町総合計画策定審議

会、会長、小西 重勝から答申します。 

第６次豊浦町総合計画について答申、平成２９年２月６日付けで諮問がありました

第６次豊浦町総合計画の策定について、当審議会で慎重に審議した結果、下記の事

項について配慮するよう意見を付して、別紙のとおり、答申します。 

意見１つ目、「将来のまちの姿」である「人とつながり 自然と笑顔あふれるまち と

ようら」の実現に向けて、町民、議会、役場が「困難に立ち向かう」、「魅力を集中的に

伸ばす」、「皆で共に創り出す」という３つの基本姿勢を共有し、それぞれの役割分担

のもと、まちづくりを進めていただきたい。 

２つ目、効率的、効果的に第６次総合計画を進めるためにしっかりと推進管理を行っ
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ていただきたい。 

３つ目、着実な計画の推進のために、財源の確保は必要不可欠でありますので、自

立的・持続的な行財政運営をしっかりと行っていただきたい。 

以上です。よろしくお願いいたします。 

 （町長） 

どうもありがとうございました。 

 （藤原地方創生推進室長） 

ありがとうございました。 

それでは町長より、一言お願いします。 

 （町長） 

皆様、改めまして、大変ご苦労様です。 

皆様方におかれましては、昨年２月６日から審議をしていただいたところでございま

す。心から厚く御礼を申し上げます。 

ただ今、小西会長から、答申をいただきました。その内容につきましては、重々これ

から踏まえながら、来年度、４月１日から、新総合計画を実行していきたいと思ってお

ります。 

昨年、２月にもお話しさせていただきましたが、最重要課題というのは、やはり人口

減少問題と捉えております。人口減少は一気に減少しなくても、じわりじわりと影響を

及ぼしてくると言われております。豊浦町におきましても、同様でございまして、そうい

った中で現実は非常に厳しく、町政を預かる立場として、強く感じているところです。 

しかしながら、何もしないで下ばかり見ているわけにもいかないわけです。こういった

困難な状況においても、我々は前に進んでいかなければならないと思っています。 

一気にはいきませんが、一歩ずつ確実に歩みを進めていかなければならない。その

方策についてが、この第６次総合計画にあると捉えてございます。 

この総合計画の答申をいただきました。この答申のもとに、町民の皆様、また、議会

の皆様、そして、町政側、役場がともに、切磋琢磨しながら、一歩ずつまちづくりに取り

組んでいきたいと考えております。この第６次総合計画の将来のまちの姿の実現のた

めに、全力を挙げて取り組んでいくという覚悟をもっております。 

皆様方におかれましても、これが終わりではなく、総合計画の実現に向けて、将来

のあるべきまちの姿について、これからも皆様方のお力沿い、ご協力をいただきなが

ら、行っていきたいと思っております。そういった意味では、是非皆様方も一緒になっ

て将来のまちづくりを作っていただければと切に願うところです。 

本日は改めまして、感謝を申し上げまして、御礼の挨拶とさせていただきます。 

今までありがとうございました。ご苦労さまでございました。 

 （藤原地方創生推進室長） 

ありがとうございました。 

以上をもちまして、答申を終了させていただきます。これをもちまして、審議会を含

め、答申まで全て終了させていただきました。本当に委員の皆様ありがとうございまし

た。 
 




